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ペ
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初　
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│
│
1 

9 

4 

0
年
12
月
2
日

　
1 

9 

4 

0
│
4 

1
年
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
四
半
世
紀
も
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
歌
劇
場
で
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
『
仮
面
舞
踏
会
』
で
幕
を
開
け

た
。
人
々
の
好
奇
心
は
、
舞
台
と
同
時
に
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
馬
蹄
形

と
呼
ば
れ
て
い
る
桟
敷
席
に
向
け
ら
れ
た
。
桟
敷
に
座
っ
て
い
た
の

は
、
桟
敷
の
所
有
者
で
は
な
く
定
期
会
員
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実

際
、「
世
襲
の
桟
敷
所
有
者
」
は
、
今
度
は
よ
り
民
主
的
に
シ
ー
ズ

ン
チ
ケ
ッ
ト
の
所
有
者
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
大
半
は
同
じ
顔
触
れ

だ
っ
た
。
そ
の
上
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
彼
ら
は
、
1 

8 

8 

3
年
以

来
、
自
分
や
身
内
の
者
が
座
っ
て
い
た
そ
の
同
じ
席
に
座
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
夜
明
け
か
ら
夕
方
ま

で
並
ん
で
い
た
天
井
桟
敷
の
立
見
席
の
観
客
は
、
過
去
の
も
の
と
本

質
的
に
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
劇
場
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。
表
面

的
に
は
ほ
と
ん
ど
何
も
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
年
の
最
初
の

公
演
は
初
日
の
売
り
上
げ
の
新
記
録
だ
っ
た
。
収
入
は
1
万
8 

0 

0 

0
ド
ル
を
超
え
、通
常
の
総
収
入
を
6 

0 

0 

0
ド
ル
も
上
回
っ
て
い
た
。

　
1 

9 

4 

0
年
の
秋
に
な
る
と
、
M 

E 

T
の
当
面
の
運
営
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
戦
争
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
明
白
に

な
っ
た
。
戦
争
が
歌
劇
場
に
「
好
機
と
挑
戦
」
を
提
示
し
て
い
る
と

い
う
支
配
人
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
初
日
の
感
慨
と
、
ハ
ワ

ー
ド
・
タ
ウ
ブ
マ
ン
の
初
日
の
批
評
を
掲
載
し
た
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
紙
の
同
じ
第
1
面
の
ト
ッ
プ
記
事
は
、
ド
イ
ツ
が

ギ
リ
シ
ャ
を
攻
撃
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。
タ
ウ
ブ
マ
ン
は
、

こ
の
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
は
、
平
和
な
共
存
の
輝
か
し
い
実
例
だ
と

表
明
し
た
。「
昨
夜
の
出
演
者
は
、
そ
の
構
成
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
び
こ
っ
て
い
る
国
粋
主
義
的
熱
狂
に
対
す
る
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
の
答
え
で
あ
る
。
人
種
、
国
籍
、
政
治
的
信
条
に
か
か
わ
ら
ず
、

世
界
で
最
高
の
歌
手
を
集
め
る
と
い
う
伝
統
に
則
っ
て
、
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
歌
劇
場
は
昨
夜
、
国
際
的
な
集
団
で
あ
る
歌
手
た
ち
を
出
演

さ
せ
た
の
で
あ
る
」

　

主
と
し
て
自
国
の
出
演
者
が
観
客
の
日
用
語
で
歌
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
歌
劇
場
と
は
異
な
り
、
M 

E 

T
の
出
演
リ
ス
ト
は
言
語
も
文
化
も

多
様
だ
っ
た
。
経
営
陣
は
、
1 

9 

3 

7
年
の
外
国
人
芸
術
家
排
除
法

に
反
対
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
合
衆
国
で
は
オ
ペ
ラ
の
訓
練
を

受
け
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
外
国
人
歌
手
の
入
国
を
制
限
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す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
ペ
ラ
の
観
客
が
支
払
う
こ
と
に
な
る
途
方

も
な
い
代
償
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
法
案
の
第
2
項
に
は
等
価
交
換

を
認
め
る
条
項
が
あ
っ
た
が
、
例
え
ば
、
キ
ル
ス
テ
ン
・
フ
ラ
グ
ス

タ
ー
ト
の
代
わ
り
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
仕
事
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
人
歌

手
が
い
な
い
限
り
、
役
に
立
た
な
い
も
の
だ
っ
た
。

「
人
種
に
か
か
わ
ら
ず
」
と
言
っ
た
と
き
、
タ
ウ
ブ
マ
ン
は
お
そ

ら
く
M 

E 

T
の
雇
用
者
名
簿
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
彼
は
、
1 

9 
4 
0
│
4 

1
年
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
っ
た

こ
の
歌
劇
場
で
、
そ
れ
か
ら
15
年
後
、
主
要
な
役
を
割
り
当
て
ら
れ

た
初
め
て
の
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
、
マ
リ
ア
ン
・
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
が
歌
う1
＊

こ
と
な
ど
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

劇
場
の
所
有
権
が
移
譲
さ
れ
た
と
い
う
画
期
的
な
出
来
事
や
、
ヴ

ェ
ル
デ
ィ
の
オ
ペ
ラ
の
新
し
さ
と
素
晴
ら
し
さ
、
ジ
ン
カ
・
ミ
ラ
ノ

フ
と
ユ
ッ
シ
・
ビ
ョ
ル
リ
ン
グ
の
素
晴
ら
し
い
声
に
も
か
か
わ
ら
ず

こ
の
シ
ー
ズ
ン
の
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
初
日
で
は
な
く
、

指
揮
者
ブ
ル
ー
ノ
・
ワ
ル
タ
ー
の
ア
メ
リ
カ
で
の
オ
ペ
ラ
指
揮
者
と

し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
だ
っ
た
。

『
フ
ィ
デ
リ
オ
』
│
│
1 

9 

4 

1
年
2
月
14
日

　

ワ
ル
タ
ー
は
、
床
を
高
く
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ピ
ッ
ト
の
さ
ら

に
一
段
高
く
な
っ
て
い
る
指
揮
台
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
演
奏
の
間

中
、
指
揮
者
と
楽
団
員
は
観
客
か
ら
よ
く
見
え
た
。
2
月
14
日
の
公

演
の
様
子
は
現
在
の
我
々
に
は
知
る
す
べ
が
な
い
が
、
翌
週
の
土
曜

日
の
マ
チ
ネ
ー
の
放
送
録
音
が
、
あ
の
特
別
な
夜
の
音
楽
と
観
客
の

熱
烈
な
反
応
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
の
概
要
を
伝
え
る
貴
重

な
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
レ
オ
ノ
ー
レ
序
曲
第
3
番
は
1
分

以
上
続
く
喝
采
を
引
き
起
こ
し
た
。
オ
ペ
ラ
が
終
わ
る
と
出
演
者
に

対
す
る
喝
采
を
区
切
る
よ
う
に
「
ワ
ル
タ
ー
」
と
い
う
叫
び
声
が
飛

び
交
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
観
客
は
、
彼
が
交
響
曲
と
同
様
に
オ
ペ

ラ
の
指
揮
を
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
歌
劇
場

で
指
揮
を
し
た
こ
と
は
な
く
、
人
々
は
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
か
彼
を
聴

い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
が
初
め
て
ア
メ
リ
カ
で
指
揮
を
し
た
の

は
、
1 

9 

2 

3
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
を
指

揮
し
た
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
頻
繁
に
渡
米
し
て
客
演
を
し
て
い

た
。
ア
ル
ト
ゥ
ー
ロ
・
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
を
の
ぞ
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
人

気
の
あ
る
指
揮
者
は
ほ
か
に
い
な
か
っ
た
。
舞
台
監
督
ヘ
ル
ベ
ル

ト
・
グ
ラ
ー
フ
に
よ
れ
ば
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
「
初
対
面
の
前
に
本
当

に
震
え
て
い
た1
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ワ
ル
タ
ー
指
揮
の
『
フ
ィ
デ
リ
オ
』
は
、
歴
史
、
作
品
、
作
曲
家
、

演
奏
者
が
一
つ
に
な
っ
て
、
単
一
の
物
語
を
紡
ぎ
出
し
た
稀
有
な
演

劇
経
験
に
属
す
る
出
来
事
だ
っ
た
。
国
家
が
直
面
し
て
い
る
重
大
な

問
題
が
、
こ
の
傑
作
が
扱
っ
て
い
る
問
題
と
合
致
し
た
瞬
間
で
あ
る
。
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そ
の
同
じ
問
題
が
、
こ
の
著
名
な
芸
術
家
た
ち
の
伝
記
的
事
実
と
交

差
し
て
い
た
。
妥
協
せ
ず
、
傲
然
と
し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
ワ
ル

タ
ー
は
、
天
才
の
大
き
な
頭
蓋
骨
と
い
う
共
通
の
特
徴
で
重
な
り
合

っ
た
。
海
外
で
の
悪
化
し
て
い
く
情
勢
│
│
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
す
ぎ

る
抑
圧
と
迫
害
の
情
報
│
│
が
熱
烈
な
台
本
と
音
譜
の
中
で
響
き
あ

っ
て
い
た
。
数
年
後
に
、
指
揮
者
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。「『
フ
ィ
デ

リ
オ
』
の
第
1
幕
で
（
…
…
）
我
々
は
、
暴
君
の
仕
業
を
目
撃
す
る
。

第
2
幕
で
は
、
抑
圧
さ
れ
て
は
い
る
が
、
屈
服
し
な
い
犠
牲
者
の
姿

を
見
る
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
善
を
体
現
し
て
い
る
大
臣
を
目
に
し
、

人
々
の
連
帯
と
い
う
素
晴
ら
し
い
理
想
の
姿
を
共
有
す
る2
」

　

ワ
ル
タ
ー
の
デ
ビ
ュ
ー
に
ま
つ
わ
る
猛
烈
な
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
は
、

『
フ
ィ
デ
リ
オ
』
の
筋
書
き
と
、
全
国
ニ
ュ
ー
ス
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
、

そ
れ
に
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
繰
り
返
し
語
ら
れ
た
ワ
ル
タ
ー
の
具
体
的

な
人
生
と
を
重
ね
合
わ
せ
た
。
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
と
し
て
生
ま
れ

た
傑
出
し
た
音
楽
家
が
、
宗
教
的
、
政
治
的
な
迫
害
に
よ
っ
て
、
ま

ず
ド
イ
ツ
か
ら
、
次
い
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
最
後
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら

逃
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
、
彼
の
長
い
経
歴
で
初
め
て
、
19
世
紀

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
偉
大
な
作
曲
家
の
一
人
で
あ
り
、
熱
烈
な
自
由
の
擁

護
者
で
も
あ
っ
た
人
の
権
威
あ
る
作
品
を
ア
メ
リ
カ
で
指
揮
し
た
の

で
あ
る
。
ワ
ル
タ
ー
神
話
に
お
け
る
『
フ
ィ
デ
リ
オ
』
の
位
置
は
、

彼
が
M 
E 
T
で
最
初
に
指
揮
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
と
ベ
ル
リ
ン
で
の
最
後
の
演
奏
で
彼
が
選
ん
だ
作
品
だ
と
い

図版20　ブルーノ・ワルター（メトロポリタ
ン歌劇場資料室の好意による）
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う
こ
と
で
、
特
別
な
も
の
と
な
っ
た
。
も
し
、
ワ
ル
タ
ー
が
、
彼
の

自
由
主
義
的
な
考
え
と
ユ
ダ
ヤ
系
と
い
う
遺
産
を
共
有
す
る
人
々
の

多
く
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
留
ま
っ
て
い
た
ら
、
彼
は
、
暴
君

に
投
獄
さ
れ
た
理
想
主
義
的
な
主
人
公
フ
ロ
レ
ス
タ
ン
と
同
じ
よ
う

な
運
命
を
辿
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
共
通
点
は
そ
こ
で
終
わ
る
。
作

品
の
題
名
に
な
っ
て
い
る
名
前
の
若
者
に
変
装
し
た
フ
ロ
レ
ス
タ
ン

の
愛
情
深
い
妻
が
、
悪
党
ド
ン
・
ピ
ツ
ァ
ロ
の
政
治
犯
収
容
の
牢
獄

か
ら
夫
を
救
い
出
す
の
で
あ
る
。
オ
ペ
ラ
の
最
終
場
面
、
自
由
と
正

義
の
賛
歌
が
歌
わ
れ
る
中
、
レ
オ
ノ
ー
レ
が
フ
ロ
レ
ス
タ
ン
の
軛く
び
きを

外
す
。
感
謝
に
満
ち
た
人
々
は
彼
女
を
称
賛
す
る
。

苦
し
い
試
練

歌
手
た
ち

　

ワ
ル
タ
ー
が
指
揮
し
た
1 

9 

4 

1
年
の
『
フ
ィ
デ
リ
オ
』
の
出
演

者
た
ち
が
、
再
び
共
演
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
情
報
が
、
歌
劇
場
の
中
核
を
な
す
人
々
を
陥
ら
せ
た
苦
境
は
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
ア
メ
リ
カ
人
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア

ス
ト
リ
ッ
ド
・
ヴ
ァ
ル
ナ
イ
の
回
想
録
に
記
さ
れ
て
い
る
。
開
戦
前

の
シ
ー
ズ
ン
の
終
わ
り
に
キ
ル
ス
テ
ン
・
フ
ラ
グ
ス
タ
ー
ト
は
、
す

で
に
始
ま
っ
て
い
た
M 

E 

T
の
巡
業
に
参
加
す
る
た
め
、
ク
リ
ー
ヴ

ラ
ン
ド
行
き
の
汽
車
に
乗
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ラ
ウ
リ
ッ
ツ
・
メ

ル
ヒ
オ
ー
ル
夫
妻
か
ら
、
ド
イ
ツ
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル

の
祖
国
デ
ン
マ
ー
ク
の
双
方
を
攻
撃
し
占
領
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
知
ら
さ
れ
た
。
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル
夫
妻
は
す
で
に
、
戦
争
の
間
ア

メ
リ
カ
に
留
ま
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
て
、
彼
女
に
も
そ
う
す
る
よ

う
勧
め
た
。
次
の
駅
で
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル
は
新
聞
を
買
い
に
ひ
ょ
い
と

列
車
を
降
り
た
。
戻
っ
て
き
た
と
き
、
彼
の
表
情
は
暗
か
っ
た
。
ノ

ル
ウ
ェ
ー
と
デ
ン
マ
ー
ク
は
す
で
に
ド
イ
ツ
と
戦
闘
状
態
に
な
っ
て

い
た
。
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
着
く
と
、
キ
ル
ス
テ
ン
・
ト
ル
ボ
ル
ク

と
夫
の
グ
ス
タ
フ
・
ベ
ル
イ
マ
ン
が
泣
き
崩
れ
て
い
た
。
彼
ら
自
身

の
祖
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
中
立
を
認
め
ら
れ
て
い
る
が
ス
カ
ン
ジ
ナ

ヴ
ィ
ア
か
ら
の
同
僚
た
ち
の
こ
と
を
思
い
、
涙
に
く
れ
て
い
た
の
だ

っ
た3
。
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル
の
忠
告
は
無
視
さ
れ
、
1 

9 

4 

1
年
、
M 

E 

T
は
ソ
プ
ラ
ノ
の
ス
タ
ー
歌
手
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

　
1 

9 

3 

3
年
と
い
う
早
い
時
期
に
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
の
上
演
題

目
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
混
乱
し
は
じ
め
て
い
た
。
ア

ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
が
ド
イ
ツ
の
首
相
に
選
出
さ
れ
た
そ
の
同
じ
年
、

ジ
ュ
リ
オ
・
ガ
ッ
テ
ィ
＝

カ
サ
ッ
ツ
ァ
の
秘
書
、
ル
イ
ー
ジ
・
ヴ
ィ

ッ
ラ
は
、
多
く
の
主
要
な
歌
手
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
し
て
い
る
エ
ー

リ
ッ
ヒ
・
ジ
ー
モ
ン
か
ら
取
り
乱
し
た
手
紙
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
ジ
ー
モ
ン
は
、「
ひ
ど
い
経
験
と
言
葉

で
は
言
い
表
せ
な
い
日
々
を
過
ご
し
た
後4
」
ナ
チ
ス
を
逃
れ
て
パ
リ
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に
来
て
い
た
。
彼
は
、
す
べ
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
同
業
者
と
同
様
、
即

座
に
追
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
所
属
し
て
い
た
ベ
ル
リ
ン
の
事

務
所
は
「
完
全
に
国
家
社
会
主
義
的
な
組
織
に
な
り
、
正
真
正
銘
の

ド
イ
ツ
人
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
い
芸
術
家
の
契
約
は
取
り
扱
わ
な

い
」
こ
と
に
な
っ
た
と
ガ
ッ
テ
ィ
に
理
解
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

ジ
ー
モ
ン
の
苦
渋
に
満
ち
た
手
紙
か
ら
5
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、

M 

E 

T
と
関
わ
り
の
あ
る
取
引
先
の
宗
教
上
の
所
属
が
、
イ
タ
リ
ア

で
も
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
1 
9 

3 

8
年
5
月
7
日
、
ミ
ラ
ノ
の
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
、
ア
ッ
テ
ィ
リ
オ
・
ラ
ン
ポ
ー
ニ
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
の
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
彼
の
要
請
に
反
応
が
な
い
と
ヴ
ィ
ッ
ラ

に
不
平
を
述
べ
て
い
る
。
彼
は
率
直
に
、
最
近
自
分
の
影
響
力
が
大

き
く
な
り
、
M 

E 

T
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
説
明
し
て
い
る
。
現
状
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
同
業
者
た
ち
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
仕
事
を
す
る
の
は
困
難
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
彼
は
指

摘
し
て
い
た
。
歌
手
た
ち
は
、
彼
ら
に
代
わ
っ
て
契
約
や
そ
の
交
渉

に
あ
た
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
新
た
に
探
さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る

だ
ろ
う
。
ラ
ン
ポ
ー
ニ
自
身
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
な
ん
ら
敵
意
な
ど
持
っ

て
い
な
い
。
仕
事
を
し
て
い
る
人
間
と
し
て
、
客
観
的
に
事
態
を
知

ら
せ
る
の
が
、
自
分
の
責
任
だ
と
思
う
。
さ
ら
に
、
自
分
は
最
近
ロ

ー
マ
に
招
か
れ
、
間
も
な
く
、
す
べ
て
の
国
際
的
な
演
劇
関
係
の
調

整
を
す
る
公
的
な
地
位
に
つ
く
こ
と
に
な
る
、
と
。

　
1 

9 

3 

0
年
代
の
半
ば
に
な
る
と
、
1 

9 

3 

0
年
代
の
初
め
に
M 

E 

T
で
歌
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
人
の
主
要
な
歌
手
た
ち
│
│
例
え
ば
フ
リ

ー
ダ
・
ラ
イ
ダ
ー
、
マ
リ
ア
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
、
マ
ッ
ク
ス
・
ロ
レ
ン

ツ
│
│
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
の
主
要
な
歌

劇
場
で
歌
っ
て
い
る
多
く
の
ス
タ
ー
歌
手
た
ち
、
テ
ィ
ア
ナ
・
レ
ム

ニ
ッ
ツ
、
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・
ク
ロ
ー
ゼ
、
ヘ
ル
ゲ
・
ロ
ス
ウ
ェ
ン
ゲ
、

そ
れ
に
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ル
ス
ヌ
ス
な
ど
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
オ
ペ
ラ
を
歌
う
機
会
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
と
引
き
換
え
に
、

ヤ
ン
・
キ
ー
プ
ラ
、
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
キ
プ
ニ
ス
、
ロ
ッ
テ
・
レ

ー
マ
ン
、
ヤ
ル
ミ
ラ
・
ノ
ヴ
ォ
ト
ナ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
シ
ョ
ア

と
い
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
や
反
ナ
チ
ス
の
歌
手
た
ち
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

歌
劇
場
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
M 

E 

T
で
歌
う
よ
う
に
な
っ
た
。
1 

9 

3 

9
年
に
は
、
イ
タ
リ
ア
政
府
は
、
自
国
の
歌
手
が
合
衆
国
に
行
く

こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
ラ
ン
ポ
ー
ニ
か
他
の
誰
か
が
彼
ら
の
契
約

を
処
理
す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
未
決
定
だ
っ
た
。
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
と
ア
メ
リ
カ
国
務
省
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
イ
タ
リ
ア
大
使
館
、

そ
し
て
イ
タ
リ
ア
の
関
係
機
関
と
の
間
の
電
報
の
頻
繁
な
往
復
が
、

そ
の
証
拠
を
提
供
し
て
い
る
。
1 

9 

3 

9
年
9
月
28
日
付
の
「
劇
場

労
働
者
フ
ァ
シ
ス
ト
連
盟
」
か
ら
の
電
報
は
、
M 

E 

T
と
契
約
を
結

ん
で
い
る
歌
手
10
名
が
そ
の
契
約
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
M 

E 
T
に
通
告
し
て
き
た
。
そ
の
中
に
は
、
す
で
に
M 

E 

T
で
デ
ビ
ュ
ー

し
て
成
功
し
た
マ
リ
ア
・
カ
ニ
ー
リ
ャ
、
マ
フ
ァ
ル
ダ
・
フ
ァ
ヴ
ェ

ロ
、
カ
ル
ロ
・
タ
リ
ア
ブ
ー
エ
と
、
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
た
エ
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ベ
・
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ー
ニ
が
含
ま
れ
て
い
た
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
」
紙
（
1 

9 

3 

9
年
10
月
7
日
）
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
渡
航

を
禁
じ
ら
れ
た
中
の
数
名
は
、
M 

E 

T
で
の
仕
事
の
予
定
が
決
ま
っ

た
後
で
イ
タ
リ
ア
の
劇
場
と
契
約
を
結
ん
だ
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

国
際
的
な
緊
張
が
高
ま
る
中
、
無
事
に
本
国
に
帰
還
で
き
る
か
と

い
う
心
配
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
外
交
上
の
重
大
性
を
も
つ
も
の
は
、

ア
メ
リ
カ
が
参
戦
し
た
場
合
、
イ
タ
リ
ア
人
の
歌
手
た
ち
が
合
衆
国

に
足
止
め
さ
れ
、
敵
国
で
孤
立
す
る
と
い
う
不
測
の
事
態
へ
の
懸
念

だ
っ
た
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
数
か
月
に
わ
た
っ
て
多
く
の
や
り

と
り
が
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
政
府
関
係
者
た
ち
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
歌
劇
場
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
の
存
在
の
宣
伝
上
の
価
値
に
敏
感

だ
っ
た
の
で
、
歌
劇
場
の
経
営
陣
の
感
情
を
害
し
た
く
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
、
彼
ら
は
自
国
民
が
イ
タ
リ
ア
の
銀
行
に
預
け
る
自
由
に
交

換
可
能
な
ア
メ
リ
カ
・
ド
ル
を
失
う
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
た
。

　
M 

E 

T
は
、
数
多
く
の
仲
介
者
を
通
し
て
、
国
内
で
も
イ
タ
リ
ア

で
も
、
で
き
る
限
り
の
圧
力
を
か
け
た
。
そ
の
よ
う
な
仲
介
者
の
一

人
が
引
退
し
て
い
た
ル
ク
レ
ツ
ィ
ア
・
ボ
ー
リ
で
あ
る
。
長
い
間
ア

メ
リ
カ
に
居
を
定
め
て
い
た
し
、
歌
劇
場
と
緊
密
な
関
係
を
続
け
て

い
た
彼
女
は
、
M 

E 

T
の
立
場
に
つ
い
て
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
の
イ
タ

リ
ア
大
使
の
関
心
を
引
く
よ
う
努
力
し
て
み
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

も
し
、
10
人
の
契
約
済
み
の
歌
手
が
来
な
け
れ
ば
、
経
営
陣
は
今
シ

ー
ズ
ン
の
演
目
を
作
り
直
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
歌
劇
場
に
多
大
な

影
響
を
与
え
る
ば
か
り
か
、
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
そ
の
も
の
に
深
刻
な

結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
も
し
、
1 

9 

3 

9
│
4 

0
年
に
課
せ
ら
れ
た
制
約
が
1 

9 

4 

0
│
4 

1
年
に
解
除
さ
れ

る
と
い
う
保
証
が
得
ら
れ
れ
ば
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
当
初
計
画
し
て
い

た
よ
り
も
多
い
数
の
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
を
予
定
す
る
こ
と
に
や
ぶ
さ

か
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
M 

E 

T
の
意
向
だ
っ
た
。

　
1 

9 

4 

0
年
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
求
め
て
い
た
保
証
を
総
領
事
か
ら

受
け
取
っ
た5
。
結
局
、
10
人
の
う
ち
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
リ
チ

ア
・
ア
ル
バ
ネ
ー
ゼ
が
デ
ビ
ュ
ー
を
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
1 

9 

3 

9
年
に
入
国
を
留
保
さ
れ
て
い
た
人
の
中
で
、
1 

9 

4 

0
│
4 

1

年
の
出
演
者
名
簿
に
載
っ
た
の
は
ア
レ
ッ
シ
オ
・
デ
・
パ
オ
リ
ス
と

サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
・
バ
ッ
カ
ロ
ー
ニ
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
上
、
テ
ノ

ー
ル
の
ス
タ
ー
歌
手
テ
ィ
ー
ト
・
ス
キ
ー
パ
は
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

彼
の
フ
ァ
シ
ス
ト
同
調
の
立
場
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で6
、
ス
キ

ー
パ
は
合
衆
国
が
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
に
宣
戦
布
告
を
す
る
1
か
月

前
、
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
の
だ
っ
た
。

　

エ
ツ
ィ
オ
・
ピ
ン
ツ
ァ
の
試
練
は
、
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の

こ
と
だ
っ
た
。
彼
は
、
1 

9 

4 

1
│
4 

2
年
の
シ
ー
ズ
ン
の
M 

E 

T

と
の
契
約
を
忠
実
に
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
郊
外
の
彼
の
家
に
F 

B 

I
が
現
れ
、
同
僚
の
バ
ス
歌
手
ノ
ー

マ
ン
・
コ
ル
ド
ン
の
告
発
に
基
づ
い
て
彼
を
逮
捕
し
た
の
で
あ
る
。

ピ
ン
ツ
ァ
は
1 
9 
2 

6
年
以
来
M 

E 

T
の
ス
タ
ー
歌
手
で
あ
り
、
最
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も
人
気
の
高
い
歌
手
の
一
人
だ
っ
た
。
そ
の
上
、
最
近
ア
メ
リ
カ
人

と
結
婚
し
、
1 

9 

3 

9
年
以
来
ア
メ
リ
カ
の
永
住
権
を
得
て
い
た
。

ピ
ン
ツ
ァ
に
向
け
ら
れ
た
問
責
事
項
は
、
彼
が
国
家
統
帥
の
友
人
で

あ
る
（
会
っ
た
こ
と
も
な
い
）、
彼
の
あ
だ
名
が
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
で
あ

る
（
で
っ
ち
上
げ
）、
M 

E 

T
の
オ
ペ
ラ
放
送
の
間
に
、
テ
ン
ポ
を
変

え
る
こ
と
で
暗
号
化
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
海
外
に
送
っ
た
（
反
論
す

る
の
も
ば
か
ば
か
し
い
）、
所
有
す
る
船
か
ら
ラ
ジ
オ
を
使
っ
て
交
信

し
た
（
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
直
後
に
船
は
売
却
し
た
）、
1 

9 

3 

5
年

に
エ
チ
オ
ピ
ア
で
の
戦
争
を
支
持
す
る
た
め
に
金
と
銀
を
集
め
る
運

動
を
組
織
し
た
（
運
動
は
組
織
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
年
、
戦
争
を
支

援
す
る
た
め
金
の
指
輪
を
寄
付
）
と
い
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
コ
ラ
ム

ニ
ス
ト
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ル
が
彼
の
特
徴
で
あ
る
悪
意

を
持
っ
て
攻
撃
を
続
け
て
い
る
一
方
（
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ル
は
、
指
輪
の

一
件
が
特
に
有
力
な
証
拠
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ.

）、
多
く
の
人
が
ピ

ン
ツ
ァ
の
弁
護
に
回
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
市
長
の
フ
ィ
オ
レ
ロ
・

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
反
フ
ァ
シ
ス
ト
の
新
聞
『
イ

ル
・
マ
ル
テ
ッ
ロ
』
の
編
集
長
カ
ル
ロ
・
ト
レ
ス
カ
が
い
た
。
ブ
ル

ー
ノ
・
ワ
ル
タ
ー
も
そ
う
だ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
ピ
ン
ツ
ァ
の
た

め
に
証
言
し
た
。「
も
し
、
い
か
に
稀
有
な
才
能
の
持
ち
主
で
あ
ろ

う
と
も
、
我
が
国
の
敵
を
私
た
ち
の
組
織
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ

る
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
私
が
ア
メ
リ
カ
国
民
と
し
て
、

ま
た
ア
メ
リ
カ
最
大
の
歌
劇
場
の
総
支
配
人
と
し
て
の
義
務
に
怠
慢

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う7
」
し
か
も
、
ア
メ
リ
カ
の
大
義
を

損
な
う
ど
こ
ろ
か
、
ピ
ン
ツ
ァ
の
才
能
は
こ
れ
か
ら
の
困
難
な
時
期

に
こ
の
国
を
力
づ
け
て
く
れ
る
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
と
、
ジ
ョ
ン

ソ
ン
は
証
言
し
た
。
う
ま
く
い
っ
た
ピ
ン
ツ
ァ
の
二
度
目
の
審
問
で
、

仲
間
た
ち
は
、
コ
ル
ド
ン
が
有
名
な
競
争
相
手
を
密
告
し
た
と
得
意

げ
に
話
し
て
い
た
と
証
言
し
た
。
3
か
月
の
拘
留
の
後
、
ピ
ン
ツ
ァ

は
釈
放
さ
れ
た
。
1 

9 

4 

2
│
4 

3
年
の
シ
ー
ズ
ン
に
彼
は
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
で
M 

E 

T
の
舞
台
に
戻
っ
て
き
た
。
ワ
ル
タ
ー
の
指
揮

で
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
を
歌
っ
た
が
、
コ
ル
ド
ン
が
演
じ
る
騎
士

長
を
殺
す
と
い
う
楽
し
み
を
味
わ
っ
た
。
同
じ
シ
ー
ズ
ン
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
最
初
の
舞
台
で
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
『
魔
笛
』
の
賢

明
な
ザ
ラ
ス
ト
ロ
役
で
同
胞
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
歌
っ
た
が
、
こ
れ

も
ワ
ル
タ
ー
の
指
揮
だ
っ
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
な
歌
手
で
、
大
戦
後
最
初
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た

の
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ト
ル
ス
テ
ン
・
ラ
ル
フ
だ
っ
た
が
、
彼
は
、

1 

9 

4 

5
年
、
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ル
の
陰
険
な
攻
撃
の
目
標
に
な
っ
た
多

く
の
一
人
だ
っ
た
。「
M 

E 

T
の
あ
る
歌
手
は
、
3
年
前
ま
で
ベ
ル

リ
ン
と
ウ
ィ
ー
ン
で
ナ
チ
ス
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
男
は
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
た
め
に
レ
コ
ー
ド
を
吹
き
込
ん
だ
の
で
は

な
か
っ
た
か
？
」
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
ア
メ
リ
カ
公
使
館
の
職
員
の

一
人
が
、
ラ
ル
フ
は
1 

9 

4 

1
年
以
前
も
以
後
も
、
ベ
ル
リ
ン
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
連
合
軍
支
持
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
と
証
言
し
た
。
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彼
は
す
べ
て
の
咎
を
免
れ
た
。

　

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、
1 

9 

4 

7
年
、
ド
イ
ツ
で
連
合
国
が
敷
い

た
軍
政
に
よ
っ
て
、
バ
ス
・
バ
リ
ト
ン
の
ハ
ン
ス
・
ホ
ッ
タ
ー
と
コ

ロ
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
の
エ
ル
ナ
・
ベ
ル
ガ
ー
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
。
3
年

後
、
ベ
ル
ガ
ー
は
、
1 

9 

5 

0
年
の
マ
ッ
カ
ラ
ン
法2
＊

の
施
行
に
よ
っ

て
災
難
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
ハ
リ
ー
・
ト
ル
ー
マ
ン

大
統
領
の
拒
否
権
を
無
視
し
て
危
険
な
ほ
ど
狂
信
的
な
議
会
が
成
立

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
条
項
の
中
に
、「
外
国
に
お
け
る
（
…
…
）

共
産
主
義
あ
る
い
は
全
体
主
義
的
な
組
織
（
…
…
）
に
加
入
し
て
い

た
外
国
人8
」
に
入
国
を
認
め
な
い
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
ベ
ル
ガ

ー
は
党
員
で
は
な
か
っ
た
。
彼
女
は
帝
国
音
楽
院3
＊

に
所
属
し
て
い
た

が
、
こ
れ
は
音
楽
家
と
し
て
仕
事
を
す
る
の
に
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
。

ベ
ル
ガ
ー
が
最
初
に
M 

E 

T
に
来
た
1 

9 

4 

9
年
に
は
こ
の
組
織
は

組
合
に
分
類
さ
れ
て
い
た
が
、
翌
年
、
ナ
チ
ス
党
の
「
下
部
団
体
」

と
再
分
類
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
の
間
、
ベ
ル
ガ
ー
は
ヴ
ィ
ザ
の
交
付

を
拒
否
さ
れ
た
。

　

フ
ラ
グ
ス
タ
ー
ト
の
場
合
ほ
ど
、
人
々
を
困
惑
さ
せ
た
も
の
は
な

か
っ
た
。
彼
女
は
戦
時
中
を
夫
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ヨ
ハ
ン
セ
ン
と
と
も

に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
過
ご
し
た
。
戦
争
の
終
結
と
と
も
に
、
ヨ
ハ
ン
セ

ン
は
ナ
チ
ス
の
占
領
者
と
傀
儡
政
権
で
あ
っ
た
ク
イ
ス
リ
ン
グ
政
権

へ
の
協
力
者
と
し
て
告
発
さ
れ
た
。
彼
は
1 

9 

4 

6
年
6
月
、
反
逆

罪
の
裁
判
を
待
つ
間
に
死
ん
だ
。
戦
争
中
、
フ
ラ
グ
ス
タ
ー
ト
は
ほ

と
ん
ど
歌
わ
な
か
っ
た
し
、
歌
っ
た
の
は
中
立
国
の
ス
イ
ス
と
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女

が
ド
イ
ツ
兵
の
た
め
に
歌
っ
た
と
か
、
ナ
チ
ス
支
持
の
発
言
を
し
た

と
か
、
指
揮
者
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ラ
イ
ン
ス
ド
ル
フ
を
「
あ
の
い
ま
い

ま
し
い
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
呼
ん
だ
と
い
っ
た
噂
が
蔓
延
し
て
い
た
。

　

彼
女
の
再
雇
用
を
遅
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
運
動
す
る
人
々
が

い
た
。
エ
レ
ノ
ア
・
ベ
ル
モ
ン
ト
夫
人
は
、
ひ
と
た
び
国
務
省
が
フ

ラ
グ
ス
タ
ー
ト
に
ヴ
ィ
ザ
を
交
付
す
れ
ば
、
M 

E 

T
の
出
演
者
名
簿

に
加
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
た
し
、
そ
う
公
言
も
し
て
い
た9
。

1 

9 

4 

7
年
、
フ
ラ
グ
ス
タ
ー
ト
に
必
要
な
書
類
が
交
付
さ
れ
、
そ

の
年
の
春
、
彼
女
は
国
内
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
ツ
ア
ー
を
始
め
た10
。
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
に
立
ち
寄
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

全
国
的
に
彼
女
の
公
演
に
対
し
て
反
対
の
声
が
上
が
り
、
時
に
怒
り

を
こ
め
た
デ
モ
す
ら
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
彼
の

理
事
会
が
避
け
よ
う
と
決
め
て
い
た
反
応
だ
っ
た
。
結
論
は
出
て
い

な
か
っ
た
も
の
の
、
戦
後
早
い
時
期
か
ら
交
渉
が
始
ま
っ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
協
会
の
理
事
会
が
次
の
シ
ー
ズ
ン
の
出
演
者
と
し

て
彼
女
を
認
め
た
の
は
、
1 

9 

5 

0
年
1
月
27
日
の
会
議
に
お
い
て

だ
っ
た
。
そ
の
時
ま
で
に
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
M 

E 

T
の
支
配
権
を

手
放
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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資
本
と
労
働
組
合

　
1 

9 

4 

2
年
の
春
、「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
」

紙
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
が
今
シ
ー
ズ
ン
の
残
り
を
キ
ャ
ン

セ
ル
し
た
と
い
う
情
報
を
広
め
た
。「
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ
を
健
全
で

芸
術
的
な
水
準
に
維
持
す
る
に
は
、
富
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。

開
戦
か
ら
4
か
月
で
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
主
要
な
民
間
組
織
の
破
産
以
上
の
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
今
や
伝
統
的
な
文
化
価
値
の
守
護
者
で
あ
り
擁
護
者
で
あ
る
と

表
明
し
た
国
の
文
化
的
な
弱
さ
を
世
界
に
露
呈
し
て
い
る
」（「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
紙
、
1 

9 

4 

2
年
4
月
26
日
）。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
挑
戦
を
受
け
て
た
っ
た
。
1 

9 

4 

3
年
5
月
31
日

で
終
わ
る
会
計
年
度
の
理
事
会
へ
の
報
告
で
、「
戦
時
下
の
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
」
と
い
う
見
出
し
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
表
明
し

た
。「
間
違
い
な
く
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ
の
中
心
地
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
大
西
洋
の
こ
ち
ら
側
に
移
っ
た
の
で
す
」。
1 

9 

4 

3
│
4 

4
年
の

シ
ー
ズ
ン
を
展
望
し
て
、
彼
は
ナ
チ
ス
の
激
し
い
攻
撃
に
、
こ
の
シ

ー
ズ
ン
は
24
週
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
反
駁
し
た
。

「
こ
れ
は
、
あ
な
た
方
〔
ド
イ
ツ
人
〕
へ
の
反
論
と
し
て
で
は
な
く
、

昨
年
の
観
客
数
、
40
万
5 

6 

2 

3
名
が
そ
れ
を
保
証
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
そ
し
て
、
40
万
人
の
ア
メ
リ
カ
人
が
間
違
っ
て
い
る
は
ず
は

あ
り
ま
せ
ん
。（
…
…
）
勝
利
へ
の
行
進
は
、
そ
れ
が
フ
ェ
リ
ッ
ク

ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
戦
争
行
進
曲
だ
ろ
う
と
、
ヨ
ハ
ン
・
シ

図版21　キルステン・フラグスタートのカーネギーホール出演に対する抗議デモ．
1947年 4月21日．（メトロポリタン歌劇場資料室の好意による）
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ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進
曲
だ
ろ
う
と
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ス

コ
ッ
ト
・
キ
ー
の
『
星
条
旗
』
だ
ろ
う
と
、
ド
ラ
ム
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
破
滅
へ

の
道
を
辿
り
な
が
ら
あ
な
た
方
は
気
づ
か
れ
る
は
ず
で
す
。
太
鼓
を

叩
け
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
き
鳴
ら
せ
。
シ
ョ
ー
の
始
ま
り
だ
！
」

（「
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ラ
ー
」
紙
、
1 

9 

4 

3
年
8
月
29
日
）。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
公
式
の
表
明
に
示
さ
れ
た
勝
利
主
義
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
大
恐
慌
が
戦
時
経
済
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
補
わ
れ
、
劇
場
の

買
収
に
よ
っ
て
不
動
産
会
社
へ
の
依
存
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
も
、
M 

E 

T
の
日
々
の
業
務
は
次
か
ら
次
へ
と
降
り
か
か

る
危
機
に
悩
ま
さ
れ
た
。
特
に
厄
介
な
問
題
は
、
協
会
の
家
主
を
悩

ま
し
て
い
た
税
金
の
問
題
が
、
今
度
は
協
会
自
身
に
重
く
の
し
か
か

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
M 

E 

T
が
求
め
て
い
た
税
の
免
除
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
長
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
の
反
対
に
遭
い
、
1 
9 
4 
3
年
4
月

に
な
っ
て
よ
う
や
く
実
現
し
た
。
根
っ
か
ら
の
オ
ペ
ラ
愛
好
家
で
あ

る
州
知
事
ト
マ
ス
・
デ
ュ
ー
イ
が
市
長
の
反
対
を
抑
え
て
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
2
年
間
、
M 

E 

T
は
毎
年
20
万
ド
ル
の
損
失
を

計
上
し
て
い
た
。
1 

9 

4 

1
│
4 

2
年
と
1 

9 

4 

2
│
4 

3
年
の
欠
損

は
、
あ
る
人
に
よ
れ
ば
出
入
港
禁
止
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歌
手
が
不
足

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
人
々
は
、
日
本
の
パ
ー
ル
ハ

ー
バ
ー
攻
撃
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
恐
怖
に

よ
る
も
の
だ
と
言
っ
た
。
経
営
陣
は
1 

9 

4 

2
│
4 

3
年
に
劇
場
閉

鎖
が
あ
り
う
る
と
恐
れ
た
が
、
そ
の
判
断
に
は
正
当
性
が
あ
っ
た
。

チ
ケ
ッ
ト
の
料
金
は
、
最
高
額
が
7
ド
ル
70
セ
ン
ト
か
ら
6
ド
ル
5

セ
ン
ト
に
下
げ
ら
れ
た
が
、
単
独
の
チ
ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ
は
11
パ

ー
セ
ン
ト
も
落
ち
込
ん
だ
。
売
れ
残
っ
た
チ
ケ
ッ
ト
は
、
兵
役
に
あ

る
男
女
に
無
料
で
配
布
さ
れ
た
。
最
終
的
に
は
、
シ
ー
ズ
ン
は
予
定

ど
お
り
に
進
行
し
、
巡
業
も
行
わ
れ
た
。
1 

9 

4 

3
│
4 

4
年
の
シ

ー
ズ
ン
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
自
慢
し
た
よ
う
に
24
週
に
延
長
さ
れ
た
が
、

彼
が
ド
イ
ツ
人
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
攻
撃
に
対
し
て
斬
り
返
し
た
よ
う

に
、
需
要
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
春
の
巡
業
が
中
止
に

な
る
と
い
う
見
通
し
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
年
、
歌
劇
場
は
11

万
ド
ル
の
損
失
だ
っ
た
。
再
び
、
ギ
ル
ド
が
救
済
に
乗
り
出
し
た
。

訴
え
は
成
功
し
、
不
足
額
の
幅
は
縮
小
し
た
。

　

戦
争
の
終
結
が
見
え
て
く
る
と
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
は
、

経
済
の
多
く
の
分
野
を
揺
る
が
せ
て
い
た
労
働
問
題
に
直
面
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
の
経
営
陣
と
の
交
渉
に
お

い
て
、
ア
メ
リ
カ
音
楽
家
組
合4
＊

（
A 

G 

M 

A
）
の
力
が
増
大
し
て
い

た
。
そ
れ
は
、
歌
手
名
簿
の
ア
メ
リ
カ
人
の
数
が
劇
的
に
増
え
た
た

め
だ
が
、
一
人
の
外
国
人
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
人
三
人
を
雇
用
す
る

と
い
う
自
国
民
保
護
の
条
項
を
含
む
契
約
を
結
ん
だ
結
果
だ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
へ
の
対
処
に
手
い
っ
ぱ
い
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の

ア
メ
リ
カ
化
政
策
や
労
働
協
定
を
お
座
な
り
に
し
か
扱
え
な
か
っ
た

た
め
に
、
1 
9 
4 
4
│
4 

5
年
に
は
外
国
生
ま
れ
の
歌
手
は
一
人
も
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歌
劇
団
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
。
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ア
メ
リ
カ
人
は
14
名

だ
っ
た
。

　
1 
9 
4 
4
│
4 

5
年
の
シ
ー
ズ
ン
は
黒
字
だ
っ
た
。
移
動
の
制
約

が
廃
止
さ
れ
、
巡
業
の
期
間
が
延
長
さ
れ
た
。
観
客
の
入
り
は
1 

9 

4 

6
│
4 

7
年
の
シ
ー
ズ
ン
は
収
容
人
数
の
97
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、

そ
の
シ
ー
ズ
ン
の
巡
業
は
こ
れ
ま
で
で
最
も
長
か
っ
た
。
こ
の
同
じ

年
、
新
た
な
収
入
源
が
拓
け
た
。
2
月
19
日
、
歌
劇
団
は
コ
ロ
ム
ビ

ア
・
レ
コ
ー
ド
会
社
と
5
年
契
約
を
結
び
、
年
間
二
つ
の
オ
ペ
ラ
を

録
音
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
の
録
音
は
、
そ
の
年
3
月
の
M 

E 

T
の
舞
台
で
、
ヘ
レ
ン
・
ト
ロ
ー
ベ
ル
と
ト
ル
ス
テ
ン
・
ラ
ル
フ
に

よ
る
『
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
』
か
ら
「
愛
の
夜
」
だ
っ
た
。
最

初
の
オ
ペ
ラ
全
曲
の
録
音
は
、
6
月
に
英
語
版
の
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ

レ
ー
テ
ル
』
が
、
リ
ー
ゼ
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
と
ナ
デ
ィ
ン
・
コ
ナ

ー
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
。
二
つ
目
の
全
曲
録
音
は
、
ビ
ド
ゥ
・
サ
ヤ

オ
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
タ
ッ
カ
ー
の
『
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
』
だ
っ
た
。

　
1 

9 

4 

7
年
の
夏
の
終
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
音
楽
家
組
合
と
の
合
唱

団
の
規
模
に
関
す
る
紛
争
に
や
っ
と
決
着
が
つ
い
た
。
経
営
陣
は
、

合
唱
団
員
の
数
を
減
ら
す
こ
と
を
勝
ち
取
っ
た
。
20
年
間
、
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
も
の
間
働
い
た
後
に
解
雇
さ
れ
た
人
々
に
は
、
1
年
分

の
給
与
が
解
雇
手
当
と
し
て
支
給
さ
れ
た
。
残
っ
た
団
員
に
は
か
な

り
の
給
与
の
増
額
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
が
、
組
合
と
経
営
陣
の
闘
争
の
終
わ
り
と
い
う
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
1 

9 

4 

7
│
4 

8
年
に
は
300
万
ド
ル
の
収
入
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
新
し
い
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
は
危
う
い
と
繰
り
返
し

表
明
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
策
略
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
1 

9 

4 

8
年
8
月
4
日
、
M 

E 

T
は
そ
の
シ
ー
ズ
ン
は
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る

と
発
表
し
た
。
3
週
間
後
、
妥
協
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
経
営
陣

は
失
業
保
険
の
基
金
を
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
、
組
合
は
賃
上
げ

を
見
送
っ
た11
。

演　

目
│
│
1 

9 

4 

0
│
1 

9 

5 

0
年

　

歌
劇
場
は
オ
ー
リ
ン
・
ダ
ウ
ン
ズ
の
1 

9 

3 

9
年
の
予
見
、「
も
し
、

我
々
が
戦
闘
状
態
に
入
っ
た
ら
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
を
演
目
の
リ
ス
ト
か

ら
外
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
信
じ
が
た
い
事
態
が
生
ず
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
種
の
こ
と
は
ド
イ
ツ
に
任
せ
て
お
こ
う
」（「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
紙
、
10
月
15
日
）
を
立
証
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

協
会
の
理
事
た
ち
は
、
第
一
次
大
戦
の
際
に
先
任
者
た
ち
が
却
下
し

た
こ
と
を
受
け
入
れ
た
。
つ
ま
り
、
敵
国
語
の
作
品
を
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
組
む
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
語
の
オ
ペ
ラ

も
禁
止
す
る
こ
と
に
な
り
、
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
成
り
立
た
な
い
。

　
1 

9 

4 
0
年
か
ら
45
年
の
間
、
ド
イ
ツ
語
と
イ
タ
リ
ア
語
の
台
本

に
よ
る
曲
の
数
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。『
蝶
々
夫
人
』
だ
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け
が
禁
止
さ
れ
た
。
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
台
本
だ
っ
た
。
ヴ

ァ
ー
ジ
ル
・
ト
ム
ソ
ン
が
言
っ
た
よ
う
に
、「
日
本
人
が
、
そ
れ
な

り
に
方
正
な
行
い
を
し
て
い
る
の
に
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
士
官
が

（
領
事
の
祝
福
の
も
と
で
）
不
品
行
を
し
て
い
る
の
だ
」（「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
」
紙
、
1 

9 

4 

6
年
1
月
20
日
）。

『
蝶
々
夫
人
』
が
最
後
に
上
演
さ
れ
た
の
は
、
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
攻

撃
の
10
日
ほ
ど
前
の
1 
9 
4 

1
年
11
月
29
日
、
日
本
に
勝
利
し
た
日

か
ら
5
か
月
後
の
1 

9 

4 
6
年
1
月
19
日
ま
で
舞
台
に
乗
る
こ
と
は

な
か
っ
た12
。

　

そ
れ
以
外
に
関
し
て
は
、
び
く
び
く
し
な
が
ら
で
は
あ
っ
た
が
、

M 

E 

T
は
国
際
政
治
が
公
演
に
介
入
し
て
く
る
脅
威
を
感
じ
な
が
ら

日
々
を
送
っ
て
い
た
。
1 

9 

3 

0
年
代
の
終
わ
り
に
は
、
頻
繁
に
上

演
さ
れ
た
『
ア
イ
ー
ダ
』
の
公
演
中
、
総
支
配
人
と
職
員
た
ち
は
緊

張
で
息
を
止
め
て
い
た
。
合
唱
団
が
高
揚
し
て
歌
う
「
勝
ち
て
帰

れ
」
の
間
、「
誰
か
が
「
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
く
た
ば
れ
！
」
と
叫
び
、

誰
か
が
「
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
万
歳
」
と
叫
ん
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
劇

場
が
暴
動
の
場
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
て13
」
い
た
の
で
あ
る
。
オ
ペ
ラ

の
中
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
軍
隊
が
エ
チ
オ
ピ
ア
人
を
征
服
す
る
た
め

に
出
発
す
る
と
き
、
同
じ
ア
フ
リ
カ
の
王
国
に
対
す
る
イ
タ
リ
ア
の

侵
略
に
つ
い
て
対
立
す
る
立
場
に
あ
る
人
々
が
、
喝
采
す
る
か
非
難

す
る
か
の
理
由
を
見
出
す
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
経
営
陣
は
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
と
ら
え
て
愛
国
主
義
を
誇
示
し
、
時
に
は
人
々
を
興
奮
さ

せ
る
効
果
を
ね
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
1 

9 

4 

2
│
4 

3
年
の
シ
ー
ズ
ン
は
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
『
連
隊
の

娘
』
で
幕
を
開
け
た
。
全
国
の
新
聞
が
こ
の
オ
ペ
ラ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

の
様
子
を
写
真
付
き
で
報
道
し
た
。
伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
フ

ラ
ン
ス
の
三
色
旗
の
代
わ
り
に
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
将
軍
が

率
い
る
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
レ
ー
ヌ
十
字
の
旗
が
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま

れ
の
リ
リ
ー
・
ポ
ン
ス
に
よ
っ
て
打
ち
振
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
締
め

く
く
り
の
「
フ
ラ
ン
ス
万
歳
」
の
後
、
M 

E 

T
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は

ま
ず
『
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
』
を
演
奏
、
次
い
で
星
条
旗
が
舞
台

前
方
に
進
む
と
、
ロ
レ
ー
ヌ
十
字
旗
が
敬
意
を
表
し
て
下
げ
ら
れ
、

『
星
条
旗
よ
、
永
遠
な
れ
』
が
演
奏
さ
れ
た
。

　
1 

9 

4 

3
年
は
、
モ
デ
ス
ト
・
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
の
『
ボ
リ
ス
・

ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
』
で
幕
を
開
け
た
。
こ
れ
は
、
最
近
結
ば
れ
た
合
衆
国

と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
と
の
協
力
関
係
へ
の
賛
意
の
表
明
だ
っ
た
。
そ

の
一
方
で
、
M 

E 

T
は
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
協
議
会
会
長
の
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
・
S
・
ワ
イ
ズ
師
の
提
案
│
│
「
苦
難
の
日
々
を
送
っ
て
い

る
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
共
感
を
表
明
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
中

の
、
と
い
う
よ
り
は
世
界
中
の
多
く
の
団
体
と
の
連
帯
の
表
明
と
し

て14
」
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
レ
ヴ
ィ
の
『
ユ
ダ
ヤ
の
女
』
を
再
演
す
る
こ
と

│
│
を
断
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
そ
の
作
品
を
新
し
く
演
出
す
る

こ
と
は
残
念
な
が
ら
不
可
能
だ
と
返
答
し
た
。
1 

9 

4 

4
年
2
月
、

汎
ア
メ
リ
カ
連
合
の
会
長
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
、
ダ
リ
ウ
ス
・
ミ
ヨ
ー
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図版22　『連隊の娘』の幕切れ．マリーに扮したリリー・ポンスが自由フランスの旗を打ち振ってい
る．1942年．（メトロポリタン歌劇場資料室の好意による）



191　　第 6章　戦争の重圧　1940-1950

の
『
ボ
リ
ヴ
ァ
ー
ル5
＊

』
を
考
え
て
は
ど
う
か
と
勧
め
た
と
き
、
ジ
ョ

ン
ソ
ン
は
、
自
分
は
そ
の
作
品
を
知
っ
て
い
る
し
内
容
も
好
き
だ
け

れ
ど
、
制
作
費
用
は
ま
っ
た
く
手
が
出
な
い
と
答
え
た
。

　

戦
時
経
済
と
保
守
的
な
経
営
陣
と
い
う
枷
を
は
め
ら
れ
、
1 

9 

4 

0
年
代
は
M 
E 
T
の
歴
史
上
、
新
作
と
新
演
出
の
数
が
最
も
少
な
い

10
年
間
だ
っ
た
。
1 
9 
4 

3
年
か
ら
1 

9 

4 

5
年
に
か
け
て
の
2
シ
ー

ズ
ン
と
、
1 

9 

4 

8
│
4 
9
年
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
皆
無
だ
っ
た
。
八

つ
の
新
作
の
う
ち
二
つ
は
世
界
初
演
で
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
作
品
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、
一
幕
物
の
二
本
立
と
し
て
上
演
さ

れ
た
。
ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ロ
・
メ
ノ
ッ
テ
ィ
の
『
島
の
神
』
は
、
表
現

形
式
で
は
プ
ッ
チ
ー
ニ
風
だ
っ
た
が
、
劇
的
な
迫
力
で
は
そ
う
で
は

な
か
っ
た
の
で
、
批
評
は
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
。
作
曲
家
は
こ
の

作
品
を
、
自
分
の
作
品
の
リ
ス
ト
か
ら
抹
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
バ
ー

ナ
ー
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
の
『
戦
士
』
は
ラ
ジ
オ
劇
と
し
て
書
か
れ
た

も
の
だ
っ
た
。
作
曲
家
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
的
不
協
和
音
の
管
弦
楽
法
と
、

演
出
、
映
写
に
よ
る
舞
台
装
置
、
そ
れ
に
出
演
者
は
一
部
の
批
評
家

か
ら
称
賛
さ
れ
た
。
サ
ム
ソ
ン
と
デ
リ
ラ
の
物
語
の
語
り
直
し
で
あ

る
こ
の
簡
素
な
「
シ
ュ
プ
レ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
テ
ィ
ン
メ
」（
語
り
と
歌

の
中
間
）
は
、
M 

E 

T
の
後
援
者
た
ち
が
忌
み
嫌
う
、
旋
律
の
な
い

「
現
代
音
楽
」
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
た
。
サ
ー
・
ト
ー
マ
ス
・
ビ
ー

チ
ャ
ム
は
『
フ
ェ
ー
ブ
ス
と
パ
ン
』
を
指
揮
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

こ
れ
は
、
バ
ッ
ハ
の
世
俗
カ
ン
タ
ー
タ
を
ビ
ー
チ
ャ
ム
自
身
が
編
曲

し
た
も
の
で
、
や
は
り
二
本
立
で
上
演
さ
れ
た
。
こ
の
さ
さ
や
か
な

作
品
は
、
大
き
な
歌
劇
場
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　

残
り
の
五
つ
の
初
演
作
品
も
受
け
は
良
く
な
か
っ
た
が
、
将
来
成

功
す
る
こ
と
に
な
る
。『
ア
ル
チ
ェ
ス
テ
』
と
『
後
宮
か
ら
の
逃
走
』

に
つ
い
て
は
、
本
章
の
後
半
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
ロ
ン
ド
ン
の

サ
ド
ラ
ー
ズ
・
ウ
ェ
ル
ズ
劇
場
で
の
世
界
初
演
の
3
年
後
の
1 

9 

4 

8
年
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ブ
リ
テ
ン
の
『
ピ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
イ
ム
ズ
』

に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
批
評
家
の
意
見
は
二
分
し
た
。
ト
ム

ソ
ン
が
「
演
劇
の
歴
史
に
も
音
楽
の
歴
史
に
も
何
も
付
け
加
え
な

い
」（「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
」
紙
）
と
し
て

切
り
捨
て
た
作
品
は
、
間
も
な
く
20
世
紀
の
オ
ペ
ラ
の
記
念
碑
的
作

品
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
ホ
ヴ
ァ
ン
シ
チ
ナ
』

は
上
演
前
か
ら
4
回
で
打
ち
切
ら
れ
る
運
命
だ
っ
た
。
新
た
に
就
任

予
定
の
支
配
人
、
ル
ド
ル
フ
・
ビ
ン
グ
が
、
17
世
紀
の
ロ
シ
ア
を
舞

台
に
し
た
フ
レ
ス
コ
画
の
よ
う
な
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
の
作
品
を
再
演

す
る
気
は
な
い
と
表
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
貸
借
対
照

表
と
と
も
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
在
任
期
間
は
臆
病
風
に
取
り
つ
か
れ

た
時
期
と
非
難
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
正
当
な
こ
と
で
あ
る
。

『
ア
ル
チ
ェ
ス
テ
』
を
除
い
て
、
1 

9 

4 

0
年
代
の
新
作
は
す
べ

て
英
語
で
歌
わ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
二
つ
は
英
語
が
原
作
の
言
語

だ
っ
た
。
英
語
の
オ
ペ
ラ
と
い
う
ア
メ
リ
カ
化
計
画
の
基
本
方
針
は

定
着
し
は
じ
め
て
い
た
。
人
気
が
高
か
っ
た
ル
ー
ス
と
ト
ー
マ
ス
の
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マ
ー
テ
ィ
ン
夫
妻
の
英
訳
に
よ
る
『
魔
笛
』
は
、
口
語
会
話
を
伴
っ

た
オ
ペ
ラ
「
ジ
ン
グ
シ
ュ
ピ
ー
ル
」
の
英
語
訳
の
先
駆
的
な
存
在
で

あ
る
。『
フ
ィ
デ
リ
オ
』
と
『
後
宮
か
ら
の
逃
走
』
も
と
も
に
ジ
ン

グ
シ
ュ
ピ
ー
ル
だ
っ
た
。『
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
』
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
言
葉
に
立
ち
返
っ
た
。『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
（H

änsel 

und G
retel

）』
は
ウ
ム
ラ
ウ
ト
とund

を
失
っ
た
。
M 

E 

T
で
は
そ

れ
ま
で
原
語
の
チ
ェ
コ
語
や
ロ
シ
ア
語
で
歌
わ
れ
た
こ
と
が
な
い15

『
売
ら
れ
た
花
嫁
』
と
『
金
鶏
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ド
イ
ツ
語
と
フ
ラ

ン
ス
語
で
歌
わ
れ
て
い
た
が
、『
ホ
ヴ
ァ
ン
シ
チ
ナ
』
と
と
も
に
英

語
化
さ
れ
た
。
台
詞
の
た
め
に
音
楽
が
一
時
途
切
れ
る
も
の
、
オ
ペ

ラ
が
子
供
の
聴
衆
の
た
め
だ
っ
た
と
き
、
作
品
が
M 

E 

T
で
は
使
わ

れ
た
こ
と
が
な
い
チ
ェ
コ
語
や
ロ
シ
ア
語
だ
っ
た
場
合
、
英
訳
が
用

い
ら
れ
た
。
近
づ
き
や
す
さ
の
た
め
に
、
英
語
は
歌
劇
場
で
使
わ
れ

る
言
語
の
一
つ
に
な
っ
た
。
外
国
人
が
用
い
よ
う
と
、
母
国
語
に
し

て
い
る
人
が
話
そ
う
と
、
容
易
に
理
解
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
肝
心

な
こ
と
だ
っ
た
。

　
1 

9 

4 

0
年
に
な
る
と
、
よ
く
上
演
さ
れ
る
オ
ペ
ラ
の
演
出
は
、

約
20
年
も
使
わ
れ
続
け
て
き
た
も
の
だ
っ
た
。
例
え
ば
、『
ア
イ
ー

ダ
』
と
『
カ
ル
メ
ン
』
の
版
は
、
1 

9 

2 

3
│
2 

4
年
に
遡
る
も
の

だ
っ
た
。『
ラ
ン
メ
ル
モ
ー
ル
の
ル
チ
ア
』『
リ
ゴ
レ
ッ
ト
』『
セ
ビ

リ
ア
の
理
髪
師
』
は
ア
メ
リ
ー
タ
・
ガ
リ
＝

ク
ル
チ
の
た
め
に
準
備

さ
れ
た
も
の
だ
し
、『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
』
と
『
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ

ゾ
ル
デ
』
は
第
一
次
大
戦
中
の
追
放
か
ら
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
復
活
し
た

と
き
の
も
の6
＊

だ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
制
作
年
代
が
古
い
の
は
、

『
イ
ル
・
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
』
と
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
だ
っ
た
。『
ラ
・

ボ
エ
ー
ム
』
の
舞
台
装
置
に
つ
い
て
は
、
誰
が
そ
れ
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
の
か
記
憶
し
て
い
る
人
す
ら
い
な
か
っ
た
。
演
出
の
あ
る
も
の
、

特
に
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ウ
ル
バ
ン
の
手
に
な
る
も
の
は
、
永
続
す
る
価
値

の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
歌
劇
場
で
は
、

長
寿
に
よ
る
時
の
浸
食
が
著
し
か
っ
た
。
39
丁
目
で
は
保
管
場
所
が

入
手
困
難
だ
っ
た
。
背
景
幕
、
せ
り
出
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は

近
隣
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
で
M 

E 

T
に
運
ば
れ
、
劇
場

の
外
壁
に
沿
っ
て
7
番
街
の
歩
道
に
防
水
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
立
て

掛
け
ら
れ
、
日
替
わ
り
の
演
目
に
従
っ
て
出
番
を
待
っ
て
い
た
。
厳

し
い
冬
の
天
候
に
さ
ら
さ
れ
て
、
描
か
れ
た
背
景
は
す
ぐ
に
色
が
く

す
み
、
た
る
み
、
古
び
て
い
っ
た
。

　
1 

9 

4 

0
年
代
、
最
も
人
気
の
高
い
数
少
な
い
オ
ペ
ラ
だ
け
が
新

し
い
装
置
を
誇
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。『
ラ
ン
メ
ル
モ
ー
ル
の
ル

チ
ア
』
の
た
め
に
リ
ハ
ル
ト
・
リ
フ
タ
ジ
ー
ク
が
描
い
た
城
、
庭
園
、

霊
廟
に
は
、
何
ら
目
新
し
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
ハ
リ
ー
・
ホ
ー
ナ

ー
の
塔
は
、『
イ
ル
・
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
』
の
物
語
に
枠
組
み
と
統

一
を
与
え
、
城
、
庭
園
、
ジ
プ
シ
ー
の
野
営
地
、
地
下
牢
と
い
う

別
々
の
場
所
を
目
ま
ぐ
る
し
く
移
動
し
展
開
す
る
演
技
に
役
立
つ
も

の
と
な
っ
た
。
リ
ー
・
シ
モ
ン
ソ
ン
は
、
ハ
ド
ソ
ン
川
と
そ
の
対
岸



表
11　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
初
演
　
　

1940-41
─

1949-50

作
曲
家
と
作
品
名

M
E

T
初
演

（
＊世
界
初
演
）

直
近
の

上
演

上
演

シ
ー
ズ
ン
数
演
出
数

上
演
回
数

（
1883年
～

2013年
）

世
界
初
演

演
出
家
／
舞
台
美
術

ク
リ
ス
ト
フ
・
ヴ
ィ
リ
バ
ル
ト
・
グ
ル
ッ
ク

『
ア
ル
チ
ェ
ス
テ
』

1941. 1.24
1961. 2.11

 3
2

18
1767.12.26 
ウ
ィ
ー
ン

 ブ
ル
ク
劇
場

H
erbert G

raf / R
ichard 

R
ichtarik

ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ

『
フ
ェ
ー
ブ
ス
と
パ
ン
』

1942. 1.15
1942. 3. 4

 1
1

 5
1729頃

 ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

 
コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ム
ジ
ク
ム

H
erbert G

raf / R
ichard 

R
ichtarik

ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ロ
・
メ
ノ
ッ
テ
ィ

『
島
の
神
』

1942. 2.20 ＊
1942. 3.12

 1
1

 4
Lothar W

allerstein / 
R

ichard R
ichtarik

ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
『
後
宮
か
ら
の
逃
走
』

1946.11.29
2008. 5. 7

 9
2

68
1782. 7.16 
ウ
ィ
ー
ン

 ブ
ル
ク
劇
場

H
erbert G

raf / D
onald 

O
enslager

バ
ー
ナ
ー
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス

『
戦
士
』

1947. 1.11 ＊
1947. 1.31

 1
1

 2
H

erbert G
raf / Sam

uel 
Leve

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ブ
リ
テ
ン

『
ピ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
イ
ム
ズ
』

1948. 2.12
2008. 3.24

10
3

71
1945. 6. 7 ロ

ン
ド
ン

 
サ
ド
ラ
ー
ズ
・
ウ
ェ
ル
ズ
劇
場

D
ino Yannopoulos / 

Joseph N
ovak

モ
デ
ス
ト
・
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー

『
ホ
ヴ
ァ
ン
シ
チ
ナ
』（
英
語
版
）

1950. 2.16
2012. 3.17

 5
2

38
1886. 2.21 ペ

テ
ル
ブ
ル
ク

コ
ノ
ノ
フ
劇
場

D
ino Yannopoulos / 

M
stislav D

obujinsky




